
今 月 表 紙の今 月 表 紙の

　今月の表紙は、８月１１日に開催された会
津只見考古館まつりで居合を披露した佐藤
長次さん（大倉）です。
　刀を鞘(さや)から抜き、納めるまでの一連
の流れを実践した佐藤さんは、巻き藁(わら)
に対して基本刀法を紹介したあと、「水返し」
「霞」といった大技斬りを披露し、来場者から
大きな拍手が贈られていました。

（関連記事：Ｐ15）
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「
第
８
回
Ｒ
２
８
９
フ
ル
コ
ー
ス
踏
破
事
業
」開
催

国
道
２
８
９
号
の
早
期
全
線
開
通
を
Ｐ
Ｒ

▲伝統のタスキを肩にする生徒の皆さん ▲猛暑の中を懸命に走る生徒の皆さん

▲約 300 ㌔の踏破に挑んだ生徒と実行委員会などの皆さん

― 

実
行
委
員
会
が
開
催

早
期
全
線
開
通
を
Ｐ
Ｒ 

―

　

７
月
28
〜
29
日
の
２
日
間
、
今

年
も
新
潟
市
と
い
わ
き
市
を
結

ぶ
国
道
２
８
９
号
の
早
期
全
線

開
通
を
訴
え
る
「
Ｒ
２
８
９
フ
ル

コ
ー
ス
踏
破
事
業
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
国
道
２
８
９
号

八
十
里
越
の
早
期
開
通
や
福
島

県
と
新
潟
県
の
交
流
促
進
な
ど
を

目
的
に
、
町
内
の
有
志
で
つ
く
る

「
Ｒ
２
８
９
フ
ル
コ
ー
ス
踏
破
実

行
委
員
会
」
が
主
催
し
て
い
る
も

の
で
、
実
行
委
員
会
の
協
力
要
請

を
受
け
た
只
見
高
校
１
、２
年
生

26
名
が
新
潟
市
か
ら
い
わ
き
市
間

約
３
０
０
㌔
を
自
転
車
で
走
り
抜

け
ま
し
た
。

　

第
８
回
目
と
な
っ
た
今
回
も

只
見
高
校
の
野
球
部
や
バ
レ
ー
部

の
生
徒
が
中
心
と
な
り
、
ピ
ン
ク

と
紺
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
身
に
着
け
、

５
人
１
組
で
新
潟
県
庁
を
ス
タ
ー

ト
し
、
約
10
㌔
の
道
の
り
を
自

転
車
で
タ
ス
キ
リ
レ
ー
し
な
が
ら

ゴ
ー
ル
の
い
わ
き
市
勿
来
の
関
を

目
指
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
実
行

委
員
会
が
自
動
車
や
バ
ス
で
並
走

し
、
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
し
た
。

― 

出
発
式
で
決
意
表
明

全
線
踏
破
を
誓
う 

―

　

前
日
の
27
日
、
生
徒
や
保
護
者

な
ど
の
関
係
者
が
出
席
し
た
出
発

式
が
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
前
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
、
実
行
委
員
会
の
渡

部
仁
一
会
長
は
「
あ
と
10
年
と
言

わ
れ
て
い
た
国
道
２
８
９
号
八
十

里
越
も
５
年
後
に
開
通
予
定
と
聞

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
こ

の
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」



▲国定市長と一緒に記念撮影した生徒と実行委員会の皆さん

▲決意表明する生徒代表２年生の
渡部倫さん（小川）

▲出発式で挨拶する渡部仁一会
長（塩沢）

▲歓迎イベントで激励のことばを贈る国定市長

と
あ
い
さ
つ
し
、
只
見
町
総
務
課

の
新
國
元
久
課
長
と
只
見
高
校
の

佐
竹
正
徳
校
長
が
激
励
の
こ
と
ば

を
贈
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
生
徒

と
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
「
最

後
ま
で
諦
め
ず
が
ん
ば
り
た
い
」

な
ど
と
抱
負
を
語
り
、
最
後
に
生

徒
を
代
表
し
て
只
見
高
校
２
年
の

渡
部
倫
さ
ん
が
「
全
員
で
踏
破
を

目
指
し
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強

く
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

― 

新
潟
県
庁
を
ス
タ
ー
ト

三
条
市
で
交
流 

―

　

初
日
の
28
日
、
生
徒
た
ち
は
午

前
８
時
に
新
潟
県
庁
前
を
出
発

し
、
国
道
２
８
９
号
を
燕
市
、
三

条
市
と
進
み
、
八
十
里
越
工
事

区
間
は
バ
ス
で
通
り
抜
け
、
初
日

の
ゴ
ー
ル
で
あ
る
明
和
振
興
セ
ン

タ
ー
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

40
㌔
地
点
の
三
条
消
防
署
で

は
、
三
条
市
の
国
定
勇
人
市
長
や

市
職
員
の
方
々
に
出
迎
え
ら
れ
、

消
防
署
内
で
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
国
定
市
長
が
「
皆
さ
ん
の
取

り
組
み
は
八
十
里
越
の
整
備
促
進

に
向
け
大
き
な
使
命
を
持
っ
て
い

ま
す
」
と
激
励
さ
れ
、
生
徒
代
表

に
三
条
市
特
産
の
モ
モ
を
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
お
礼

に
南
郷
ト
マ
ト
や
朝
採
り
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
を
手
渡
し
、
両
市
町
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
50
㌔
地
点
の
三
条
市

役
所
下
田
庁
舎
で
は
、
小
旗
や
横

断
幕
を
手
に
し
た
下
田
商
工
会
の

方
々
に
出
迎
え
ら
れ
、
生
徒
た
ち

は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

70
㌔
地
点
の
八
十
里
越
工
事
区

間
で
は
、
新
潟
県
側
の
ゲ
ー
ト
で

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

長
岡
国
道
事
務
所
の
方
々
と
合
流

し
、
バ
ス
で
移
動
。
途
中
、
５
号

橋
梁
や
８
号
ト
ン
ネ
ル
、
７
号
橋

梁
な
ど
で
工
事
説
明
を
受
け
、
早

期
開
通
を
目
指
す
八
十
里
越
を

実
際
に
見
学
し
た
生
徒
た
ち
は
関

心
を
深
め
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
過
ぎ
に
只
見
側
ゲ
ー

ト
に
到
着
し
た
生
徒
た
ち
は
、

八
十
里
越
の
工
事
に
従
事
さ
れ
て

い
る
美
馬
建
設
㈱
か
ら
踏
破
祈
願

の
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
手
渡
さ
れ
た

後
、
午
後
５
時
30
分
に
ゲ
ー
ト
を

出
発
。
ヤ
マ
サ
商
店
で
は
ジ
ュ
ー

ス
や
ス
イ
カ
な
ど
が
振
舞
わ
れ
、



- interview -- int　

こ
の
事
業
の
原
点
は
、
平
成
５
年
か

ら
始
め
た
八
十
里
越
の
吉
ヶ
平
か
ら

大
麻
平
を
歩
く
「
希
望
と
歴
史
の
道

八
十
里
越
を
歩
く
会
」
で
す
。そ
し
て
、

平
成
22
年
に
第
１
回
目
の
Ｒ
２
８
９

フ
ル
踏
破
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
今

で
は
開
通
予
定
５
年
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
き
ま
し
た
。現
実
味
を
帯
び
て
き

た
こ
の
希
望
の
道
路
の
開
通
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

実行委員会副会長
酒井 正吉郎さん

- interview -- int　

こ
の
事
業
は
交
通
量
が
多
い
幹
線

道
路
な
ど
を
走
る
の
で
、
生
徒
た
ち
の

安
全
面
を
一
番
に
考
え
サ
ポ
ー
ト
し
て

き
ま
し
た
。生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
工

事
区
間
を
実
際
に
見
学
し
、
セ
レ
モ

ニ
ー
で
あ
い
さ
つ
し
た
り
と
良
い
経
験

に
な
る
と
思
い
ま
す
。今
後
も
開
通
す

る
ま
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

実行委員
長谷川 清之さん

▲最先端技術を駆使した八十里越の工事区間を見学する生徒と実行委員会の皆さん

緒
に
走
り
、
自
転
車
を
後
ろ
か
ら

押
し
て
全
員
の
力
で
峠
を
登
り
切

り
ま
し
た
。

　

90
㌔
地
点
の
白
河
市
内
に
あ

る
白
河
中
継
所
で
は
、
国
道

２
８
９
号
（
棚
倉
〜
下
郷
）
建

設
促
進
協
議
会
の
方
々
に
出
迎
え

ら
れ
、「
Ｒ
２
８
９
フ
ル
コ
ー
ス

踏
破
ｂ
ｙ
ウ
ォ
ー
ク
＆
サ
イ
ク
ル

２
０
１
８
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル

タ
ー
を
出
発
し
、
国
道
２
８
９
号

を
南
会
津
町
、下
郷
町
、白
河
市
、

棚
倉
町
、
鮫
川
村
と
進
み
、
ゴ
ー

ル
の
い
わ
き
市
を
目
指
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ス
は
駒
止
峠
（
南
会
津

町
）
や
甲
子
峠
（
下
郷
町
―
西

郷
村
）
な
ど
急
峻
な
道
が
多
く
、

生
徒
た
ち
は
途
中
雨
が
降
る
中
頂

上
を
目
指
し
ま
し
た
。
待
機
中
の

生
徒
た
ち
も
バ
ス
か
ら
降
り
て
一

町
内
各
所
で
多
く
の
方
々
か
ら
声

援
を
受
け
な
が
ら
力
走
。
午
後
７

時
に
初
日
の
ゴ
ー
ル
で
あ
る
明
和

振
興
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
、
横
田

雅
則
明
和
振
興
セ
ン
タ
ー
長
が
生

徒
た
ち
の
健
闘
を
称
え
ま
し
た
。

― 

ゴ
ー
ル
の
い
わ
き
市

勿
来
の
関
を
目
指
す 
―

　

２
日
目
の
29
日
、
生
徒
た
ち
は

午
前
６
時
30
分
に
明
和
振
興
セ
ン

と
エ
ー
ル
を
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
１
０
㌔
地
点
の
棚
倉
町
に
あ

る
棚
倉
中
継
点
で
は
、
棚
倉
町
職

員
の
方
々
な
ど
が
横
断
幕
を
手
に

出
迎
え
ら
れ
、「
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
生

徒
に
ジ
ュ
ー
ス
を
手
渡
し
、
応
援

さ
れ
ま
し
た
。

　

１
３
０
㌔
地
点
の
鮫
川
村
で

は
、
大
樂
勝
弘
鮫
川
村
長
に
出
迎

え
ら
れ
、「
生
徒
の
皆
さ
ん
も
頑

張
っ
て
国
道
２
８
９
号
早
期
開
通

を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

を
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
に
も
多
く
の

方
々
か
ら
の
声
援
や
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
、
午
後
６
時
30
分
に
い
わ

き
市
勿
来
の
関
に
見
事
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
、
渡
部
仁
一

会
長
と
生
徒
代
表
の
渡
部
倫
さ
ん

を
み
ん
な
で
胴
上
げ
し
、フ
ル
コ
ー

ス
踏
破
の
喜
び
を
分
か
ち
あ
い
ま

し
た
。

― 

Ｒ
２
８
９
号
へ
の
想
い

繋
が
る
沿
線
市
町
村 

―

　

Ｒ
２
８
９
フ
ル
コ
ー
ス
踏
破
を

終
え
、
渡
部
仁
一
会
長
は
「
国
道

２
８
９
号
の
全
線
開
通
は
、
只
見



- interview -- int　

今
回
２
回
目
の
参
加
で
し
た
。自
転

車
に
乗
る
回
数
は
３
回
だ
け
で
し
た

が
、
峠
な
ど
で
メ
ン
バ
ー
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。関
係
者
の
皆

さ
ん
や
沿
道
で
応
援
し
て
く
れ
た

方
々
、
差
し
入
れ
を
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

只見高校２年
目黒　佳祐さん

- interview -- int　

私
は
、今
回
が
最
後
の
参
加
と
な
り

ま
す
が
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
ゴ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

駒
止
の
峠
は
と
て
も
辛
か
っ
た
で
す

が
、
仲
間
に
押
し
て
も
ら
い
次
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。１
年
生
に

は
来
年
も
頑
張
っ
て
つ
な
い
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

只見高校２年
渡部　莉子さん

▲いわき市勿来の関に到着し、約 300kmを走破した生徒の皆さん

▲タオルを受け取る生徒 ▲峠で自転車を押して助ける生徒

▲ヤマサ商店の佐藤弘さんにお礼する生徒たち

▲沿道で生徒たちを応援する町民の方々

▲鮫川村の大樂村長と一緒に記念写真を撮る皆さん

町
に
と
っ
て
生
き
残
り
を
か
け
た

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
冬
期
間
の
通
行
が
重

要
で
、
交
流
人
口
が
増
え
る
だ
け

で
な
く
、
三
条
市
や
燕
市
な
ど
も

通
勤
圏
と
な
り
、
町
内
か
ら
の
人

口
流
出
も
防
げ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
事
業
を
通
し
て
国
道

２
８
９
号
だ
け
で
な
く
、
八
十
里

越
や
河
井
継
之
助
な
ど
も
含
め

て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
多
く
の

沿
線
自
治
体
か
ら
応
援
を
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
全
線
開
通
や
つ
な

が
る
こ
と
へ
の
期
待
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
改
め
て
５
年
後
の
開
通

に
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆

さ
ま
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
事
業
は
早

期
開
通
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
開
通
前
か
ら
多
く
の

沿
線
町
村
と
つ
な
が
り
を
深
め
る

こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
線
開
通
は
只
見
町
だ
け

で
は
な
く
、
沿
線
市
町
村
も
期

待
を
寄
せ
て
お
り
、
実
行
委
員
会

は
今
後
も
全
線
開
通
を
目
指
し
、

活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。



　

８
月
15
日
、
季
の
郷
湯
ら
里
で

「
只
見
町
成
人
式
」が
行
わ
れ
、
山

村
教
育
留
学
生
第
13
期
生
５
名

を
含
め
た
40
名
の
新
成
人
が
出

席
し
、
20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
菅
家
町
長
が
「
只

見
町
の
未
来
を
切
り
開
く
担
い

手
と
し
て
、
力
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
新
成

人
一
人
ひ
と
り
に
成
人
証
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。続
い
て
の
祝
辞

で
は
、
齋
藤
邦
夫
町
議
会
議
長
か

ら
「
正
し
い
考
え
方
と
熱
意
を
大

切
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励

ま
し
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

家
族
か
ら
の
手
紙
で
は
、
手
紙

が
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
渡
さ
れ

る
と
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
目
を

通
し
、
目
に
涙
を
浮
か
べ
る
姿
な

ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
新
成
人
を

代
表
し
て
山
村
教
育
留
学
生
で

現
在
町
役
場
に
勤
務
す
る
斉
藤

咲
子
さ
ん
が
「
皆
さ
ま
か
ら
の
言

葉
を
励
み
に
、
精
一
杯
努
力
し
て

い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
新

成
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

▲成人式に出席した新成人４０名と関係者の皆さん

決意新たに新成人としての第一歩を踏み出す

平成30年度 只見町成人式

▲第二のふるさとの成人式に出席した留学生の牧原さくらさん ▲成人証書を受け取る新成人の菊地晶大さん



▲代表で謝辞を述べる斉藤咲子さん▲（写真上／下）家族の手紙を読む新成人

―
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

―
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
呼
び
か
け
―

代表で謝辞を述べる斉藤咲子さん

　

皆
さ
ん
は
20
代
と
い
う
第

２
の
青
春
に
入
り
、
自
信
や
希

望
に
満
ち
た
人
も
い
れ
ば
、
不

安
な
人
も
い
る
と
思
う
。で

も
、
ど
ち
ら
の
自
分
も
只
見
町

は
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
あ
た

た
か
な
町
で
す
。只
見
町
を
人

生
の
お
守
り
に
今
後
の
人
生

を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

▲（写真上／下）家族の手紙を読む新成人 ▲代

―
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
呼
び
か
け
―

　

成
人
式
当
日
、
観
光
商
工
課

で
は
、
町
内
で
操
業
す
る
誘
致

企
業
６
社
を
紹
介
し
た
Ｐ
Ｒ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
新
成
人
40

名
に
配
布
し
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。ま
た
、
成

人
者
や
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、「
只
見
町
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
意

向
調
査
」
を
行
い
、
将
来
的
に

只
見
町
で
就
業
し
た
い
方
の

状
況
や
具
体
的
な
支
援
策
な

ど
の
検
討
を
進
め
る
た
め
に
、

今
回
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

地域おこし協力隊
松本　貴芳さん

新成人の夢と感謝のことば

渡部 優花さん
今まで支えてくれ
た多くの方々に感
謝するとともに、大
勢の人に貢献でき
る大人になりたい
です。

伊藤 舜さん
今まで家族に支え
られてきましたが、
これからは私が支
えられるよう立派
な医師になりたい
です。

加藤 正靖さん
この町と沢山の
方々のおかげで今
の私があります。い
ずれ恩返しできる
よう頑張っていき
ます。

大竹 まいさん
帰りたいなと思え
る地元があること
がうれしいです。

菊地 萌花さん
お父さんお母さん
20 年間いつもあり
がとう。2 人みたい
に優しい大人にな
りたいと思います。



　

８
月
17
日
、
全
国
ブ
ナ
林
フ
ォ

ー
ラ
ム
町
民
実
行
委
員
会
長
の
菅

家
三
雄
只
見
町
長
と
同
委
員
会

副
会
長
の
渡
部
和
子
氏
は
、
会

津
若
松
市
役
所
記
者
ク
ラ
ブ
に

て
、
全
国
ブ
ナ
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
に
つ
い
て
記
者
会
見
を
行
い
、

よ
り
多
く
の
方
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
ま

し
た
。
会
見
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

― 

全
国
ブ
ナ
林

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概
要 

―

　

只
見
町
お
よ
び
全
国
ブ
ナ
林
フ

ォ
ー
ラ
ム
町
民
実
行
委
員
会
は
、

10
月
20
日
（
土
）
か
ら
22
日
（
月
）

ま
で
の
３
日
間
、
只
見
町
で
全
国

ブ
ナ
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
只
見

林
フ
ォ

長
の
菅

員
会

、
会

ラ
ブ
に

ラ
ム
の

行
い
、

ラ
ム
に

け
ま

の
と
お

要
―

ナ
林
フ

会
は
、

（
月
）

全
国

し
ま

只
見

町
の
「
自
然
首
都
・
只
見
」
宣

言
10
周
年
を
記
念
し
、
日
本
各

地
で
ブ
ナ
林
の
保
護
・
保
全
と
そ

の
持
続
可
能
な
利
活
用
を
進
め
る

団
体
、
個
人
に
参
加
い
た
だ
き
、

活
動
報
告
と
意
見
交
換
、
相
互

交
流
を
図
る
も
の
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
現
地
報
告
を

行
う
の
は
、
只
見
町
を
含
め
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
宮
崎
県
ま
で
の

６
団
体
で
す
。
さ
ら
に
、
新
潟
大

学
名
誉
教
授
の
紙
谷
智
彦
氏
か

ら
ブ
ナ
林
の
保
護
と
持
続
可
能
な

利
用
に
関
す
る
基
調
報
告
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前
後

日
に
、
主
に
町
外
参
加
者
を
対

象
と
し
、
只
見
の
自
然
環
境
を

理
解
し
、
体
験
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
ブ
ナ
林
観
察
会
を
計
画
し
て

「
全
国
ブ
ナ
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
！

ブ
ナ
林
の
保
護
・
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用
を
通
じ
た
山
間
地
域
の
未
来
を
考
え
る

▲記者会見を行った実行委員会長の菅家町
長と渡部和子副会長

全国ブナ林フォーラム
‐ブナ林の保護・保全と持続可能な利用を目指して‐

主催：只見町、全国ブナ林フォーラム町民実行委員会
後援：関東森林管理局、東北地方環境事務所、福島県、柏市、
　　　三条市、魚沼市、只見川電源流域振興協議会、
　　　只見ユネスコエコパーク推進協議会、
　　　日本MAB計画委員会、（公財）日本自然保護協会



い
ま
す
。

― 

な
ぜ
、
只
見
町
で

開
催
す
る
の
か
？ 

―

　

只
見
町
は
、「
ブ
ナ
と
生
き
る

ま
ち 

雪
と
暮
ら
す
ま
ち 

奥
会
津

只
見
の
挑
戦 

真
の
地
域
価
値
観

の
創
造
」
の
理
念
の
下
、
都
市
型

生
活
・
文
化
に
追
随
す
る
こ
と
な

く
、
地
域
の
伝
統
的
な
生
活
文

化
を
拠
り
所
に
、
独
自
の
地
域

発
展
を
目
指
す
町
づ
く
り
を
選

択
、
只
見
町
は
日
本
の
自
然
の
中

心
地
で
あ
る
と
の
自
負
の
下
、
平

成
19
年
に
「
自
然
首
都
・
只
見
」

宣
言
を
行
い
、
さ
ら
に
平
成
26
年

に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録
を

実
現
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ブ
ナ
林
に
代
表
さ
れ
る
自
然
環

境
・
生
物
多
様
性
を
保
護
・
保

全
し
つ
つ
、
地
域
の
資
源
と
伝
統

技
術
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
地

域
的
発
展
を
目
指
し
、
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
よ
り
確
実
な

も
の
と
し
、
モ
デ
ル
地
域
と
し
て

全
国
的
な
山
間
地
の
地
域
振
興
の

？
―

き
る

会
津

値
観

市
型

と
な

活
文

地
域

を
選

然
の
中

、
平

只
見
」

26
年

録
を

し
て
、

然
環

護
・
保

伝
統

能
な
地

々
な

す
。
こ

確
実
な

と
し
て

興
の

取
り
組
み
の
一
翼
を
担
う
こ
と
は

只
見
町
の
使
命
で
も
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
今
回
の
全
国
ブ
ナ
林
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
、
そ
の
活
動
の
一
環

で
す
。

― 

フ
ォ
ー
ラ
ム
に

期
待
さ
れ
る
成
果 

―

　

①
参
加
者
と
共
に
、
ブ
ナ
林
と

そ
の
生
物
多
様
性
の
重
要
性
を
確

認
し
、
そ
の
保
護
・
保
全
と
持

続
可
能
な
利
活
用
を
考
え
、②
只

見
町
民
に
は
、「
自
然
首
都
・
只

見
」
宣
言
に
込
め
ら
れ
た
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
、
地
域
社
会
の

維
持
・
発
展
に
取
り
組
む
決
意

を
新
た
に
し
、
さ
ら
に
③
対
外
的

に
は
「
自
然
首
都
・
只
見
」
お
よ

び
「
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」

へ
の
理
解
と
協
力
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
、①
ブ
ナ

林
の
保
護
・
保
全
と
持
続
可
能

な
利
用
を
目
指
す
ブ
ナ
宣
言
（
仮

称
）
と
②
自
然
首
都
・
只
見
２

０
１
８
宣
言
（
仮
称
）
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

■お申込み・お問い合わせ先
全国ブナ林フォーラム実行委員会 事務局（只見町ブナセンター）
〒968-0421　福島県南会津郡只見町大字只見字町下2590番地　ただみ・ブナと川のミュージアム内
℡　0241‐72‐8355　　FAX　0241‐72‐8356
ホームページＵＲＬ　http://www.tadami-buna.jp/

10月20日（土）　自然観察会　
ブナ林散策－只見沢と田子倉湖遊覧
●時間　13：00～16：00
●集合　ただみ・ブナと川のミュージアム　12：30
●定員　30名
●事前に申し込みが必要です。
●参加費　1,500円/人

10月21日（日）　交流会
●時間　18：30～20：30　
●場所　季の郷 湯ら里
●参加費　4,000円/人
●事前に申し込みが必要です。

10月22（月）　オプション自然観察会
●時間　9：00～13：00
●集合　ただみ・ブナと川のミュージアム 8：30
●定員　各コース10名
●事前に申し込みが必要です
●参加費　1,000円/人
●以下の3つのコースのいずれかを選択
①ただみ・ブナと川のミュージアム
　＋ただみ観察の森「楢戸のブナ林」
②ただみ観察の森「蒲生あがりこブナ森」
③ただみ観察の森「梁取のブナ林」

― シンポジウム ー
10月21日（日）10：00～17：00
　季の郷 湯ら里　ゆきつばき
10：00　主催者・来賓挨拶
10：20　国内基調報告
　新潟大学 名誉教授　紙谷智彦 氏
11：00　国内報告＜午前の部＞
　北海道　黒松内町ブナセンター　斎藤均 氏
　岩手県　花巻のブナ原生林に守られる市民の会

望月達也 氏
13：00　国内報告＜午後の部＞
　長野県　いいやまブナの森倶楽部　渡辺隆一 氏
　徳島県　かみかつ里山倶楽部　原田寿賀子 氏
　宮崎県　綾町　河野耕三 氏
　福島県　只見町　中野陽介
15：00　アトラクション（子供による早乙女踊り）
15：30　パネルディスカッション
17：00　ブナと只見宣言（仮称）、閉会

※シンポジウムにはどなたでも参加できます。無料。
※会場において「自然首都・只見」伝承産品の展示・
　即売を行います。
※昼食（お弁当、1,000円/個、当日払い）を希望され
　る方は事前に申し込みが必要です。



▲渇水対策本部を設置した本部長の菅家町長（左）と
　副本部長の橋本副町長（右）

▲子どもを守るとされる子安地蔵尊菩薩に
　手を合わせる参拝者の親子

▲感謝状を手渡した金子局長（右）と
　受け取った菅家町長（左）

▲短期間で英語のセリフと振付を覚え
　見事な演技を披露した児童の皆さん

　

例
年
に
な
い
降
水
量
の
少
な
い
状
況
が

続
く
只
見
町
で
は
、８
月
２
日
に
町
で
初
め

て
と
な
る「
渇
水
対
策
本
部
」を
設
置
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、少
雨
や
高
温
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
や
火
災
予
防
、熱
中
症
へ
の
対
策
な
ど

に
取
り
組
む
た
め
に
対
策
本
部
を
設
置
し

た
も
の
で
、農
業
用
揚
水
ポ
ン
プ
の
貸
し
出

し
、営
農
指
導
の
強
化
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

７
月
の
降
水
量
は
、平
年
の
約
12
％
と

な
っ
て
お
り
、一
部
の
ほ
場
で
水
が
不
足
し

て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。本
部
長
の

菅
家
町
長
は「
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

只
見
町
が
渇
水
対
策
本
部
を
設
置

只
見
町
が
渇
水
対
策
本
部
を
設
置

降
水
量
の
少
な
い
状
況
を
受
け

　

８
月
10
日
、
教
育
委
員
会
主
催
の
英
語

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ま
ほ

う
の
じ
ゅ
う
た
ん
」
が
只
見
振
興
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
約
60
名
が
来
場
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
児
童
が
英
語
に
親
し
む
た

め
に
昨
年
か
ら
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
講

師
に
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
歌
手
の
ク
リ
ス
・

レ
ベ
ン
ズ
氏
、
脚
本
や
振
付
な
ど
を
手
掛

け
る
ミ
キ
・
マ
ス
ダ
氏
と
カ
オ
リ
・
シ
マ

ダ
氏
を
迎
え
、
町
内
の
小
学
生
11
名
が
出

演
し
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
練
習
で
本
番
を
迎
え
た
児
童

は
素
晴
ら
し
い
演
技
を
披
露
し
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

「
ま
ほ
う
の
じ
ゅ
う
た
ん
」を
披
露

「
ま
ほ
う
の
じ
ゅ
う
た
ん
」を
披
露

小
学
生
が
英
語
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

只
見
町
が
県
知
事
よ
り
感
謝
状

只
見
町
が
県
知
事
よ
り
感
謝
状

平
成
29
年
度
の
個
人
県
民
税
完
納

　

８
月
４
日
、
第
３
回
お
地
蔵
様
ま
つ
り

が
布
沢
・
龍
泉
寺
境
内
で
開
か
れ
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
方
々
が
参
拝
に
訪
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、
50
年
前
に
途
絶
え
た
ま
つ
り

を
３
年
前
に
復
活
さ
せ
た
も
の
で
、
ふ
ざ

わ
楽
し
さ
と
元
気
づ
く
り
の
み
ん
な
の

会
、ほ
っ
と
ラ
ン
ド
・
フ
ォ
レ
ス
ト
、宇
都

宮
大
学
Ｄ‒

フ
レ
ン
ズ
な
ど
が
主
催
し
ま

し
た
。

　

午
後
７
時
か
ら
始
ま
っ
た
ま
つ
り
で

は
、
朝
か
ら
並
べ
た
約
千
本
の
ろ
う
そ
く

が
灯
さ
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
境
内

ま
で
の
道
を
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。境
内

前
で
は
赤
飯
な
ど
が
振
舞
わ
れ
、
参
拝
客

は
足
を
止
め
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

第
３
回
お
地
蔵
様
ま
つ
り
開
催

第
３
回
お
地
蔵
様
ま
つ
り
開
催

龍
泉
寺
の
子
安
地
蔵
尊
菩
薩
を
参
拝

　

８
月
７
日
、個
人
県
民
税
優
良
町
村
に
対

す
る
知
事
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
役
場
で
行

わ
れ
、只
見
町
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
29
年
度
に
お
け
る
只
見
町

の
個
人
県
民
税
が
完
納
と
い
う
優
良
な
功

績
だ
っ
た
こ
と
か
ら
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
、

平
成
28
年
度
の
徴
収
率
99
・
８
％
か
ら
完

納
と
な
り
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、金
子
隆
司
南
会
津
地
方
振

興
局
長
か
ら
菅
家
町
長
へ
感
謝
状
が
伝
達

さ
れ
、金
子
局
長
は「
町
民
の
方
々
に
納
税
へ

の
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま

す
」と
完
納
に
対
し
て
称
え
ら
れ
ま
し
た
。



NEWS＆FLASH
　

７
月
28
〜
29
日
の
２
日
間
、Ｊ
Ｒ
只
見

線
の
臨
時
列
車「
快
速
・
風
っ
こ
只
見
夏
休

み
満
喫
号
」が
新
潟
県
の
長
岡
駅
か
ら
只

見
駅
間
で
運
行
さ
れ
、窓
枠
を
外
し
た
開

放
的
な
ト
ロ
ッ
コ
列
車
が
２
日
間
で
延
べ

２
０
０
名
以
上
の
乗
客
を
乗
せ
て
走
り
ま

し
た
。只
見
駅
前
で
は
、甘
酒
や
ど
ぶ
ろ

く
、ス
イ
カ
の
振
る
舞
い
な
ど
が
行
わ
れ
、

町
内
事
業
者
に
よ
る
地
元
物
販
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、町
内
の
施
設

が
見
学
で
き
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
ほ
か
、夏
で

も
冷
た
い
只
見
用
水
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
や
長
靴
飛
ば
し
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行

わ
れ
、乗
客
た
ち
は
只
見
の
夏
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

快
速
・
風
っ
こ
只
見
夏
休
み
号
が
運
行

快
速
・
風
っ
こ
只
見
夏
休
み
号
が
運
行

▲2日間で延べ200名以上の乗客が降り立った只見駅

▲テープカットで運行を祝った関係者の皆さん

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
夏
休
み
臨
時
列
車

　

８
月
22
日
、
地
域
人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
プ
ラ
ン
事
業
・
第
10
期
生
の
開
講
式

が
朝
日
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。
第
10
期
生
10
名
は
「
只
見
の
素
材
を

活
か
せ
る
人
材
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
２
年

間
受
講
し
、
１
年
目
は
地
域
の
素
材
を
活

用
し
た
先
進
地
の
事
例
な
ど
を
学
び
、
２

年
目
は
事
業
化
を
目
指
し
た
受
講
生
主
体

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
組
み
ま
す
。
開

講
式
で
は
、
渡
部
教
育
長
と
橋
本
副
町
長

が
「
節
目
の
10
期
生
で
こ
れ
ま
で
の
受
講

生
が
１
０
６
名
と
な
っ
た
。
町
を
支
え
る

人
材
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
受
講
生
が
「
新
し
い
事
業
を
目
指

し
た
い
」
な
ど
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。▲第10期生として参加する10名の皆さん

人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ラ
ン
開
講

人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ラ
ン
開
講

10
期
生
・
素
材
を
活
か
す
人
材
育
成

▲家族に囲まれ祝されるマサコさん（中央）

満
百
歳
で
知
事
賀
寿
を
贈
呈

満
百
歳
で
知
事
賀
寿
を
贈
呈

黒
谷
在
住
の
五
十
嵐
マ
サ
コ
さ
ん

　

県
と
会
津
乗
合
自
動
車
が
連
携
す
る
路

線
バ
ス
事
業
の
運
行
が
８
月
11
日
か
ら
始

ま
り
、
同
日
に
金
山
町
の
会
津
川
口
駅
前

で
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、
奥
会

津
地
域
の
二
次
交
通
拡
充
に
向
け
た
実
証

事
業
で
、「
只
見
川
線
」「
田
島
只
見
線
」「
田

島
川
口
線
」
の
３
ル
ー
ト
で
運
行
を
開
始

し
、Ｊ
Ｒ
只
見
線
や
東
武
鉄
道
特
急
「
リ
バ

テ
ィ
会
津
」
と
合
わ
せ
た
広
域
周
遊
を
実

施
し
て
い
ま
す
。只
見
町
で
は
同
日
か
ら

「
田
島
只
見
線
」
が
運
行
さ
れ
、
料
金
は
区

間
最
大
で
１
，５
０
０
円
、基
本
土
日
祝
日

の
運
行
で
町
内
に
は
バ
ス
停
が
４
箇
所
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。利
用
の
際
は
バ
ス
停

で
の
乗
降
が
可
能
で
す
。

只
見
町
で「
田
島
只
見
線
」運
行
開
始

只
見
町
で「
田
島
只
見
線
」運
行
開
始

奥
会
津
３
ル
ー
ト
で
バ
ス
運
行

　

８
月
11
日
、
黒
谷
字
町
在
住
の
五
十
嵐
マ

サ
コ
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

ご
家
族
同
席
の
も
と
知
事
賀
寿
贈
呈
式
が

同
日
、自
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、県
か
ら
知
事
賀
寿
状
と
記

念
品
、町
か
ら
は
お
祝
い
金
な
ど
が
贈
ら
れ
、

長
男
の
敏
博
さ
ん
が
「
母
は
文
房
具
店
や
日

本
舞
踊
な
ど
物
事
に
何
で
も
取
り
組
む
人

で
、今
も
元
気
に
生
活
し
て
い
ま
す
」と
謝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

マ
サ
コ
さ
ん
は
子
ど
も
３
人
、孫
７
人
、ひ

孫
７
人
に
恵
ま
れ
、
若
い
時
に
は
日
本
舞
踊

の
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。１
日

３
食
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
が
長
寿
の
秘
訣

と
の
こ
と
で
す
。



　８月１６日、河井継之助墓前祭の後、「河井継之助を語る
会」が塩沢集会施設で開かれ、墓前祭に参列した町内や長
岡市などの関係者約５０名が参加しました。開催に先立ち、
語る会の目黒良樹代表が「今でも河井継之助を誇りにしてい
る只見町のことを新潟県の方々にも知っていただきたい」とあ
いさつしました。語る会に参加した長岡藩主・牧野家１７代当
主の忠昌氏は「歴史的にも只見町にはお世話になり感謝を申

し上げます」と話され、只見町河井継之助記念館ボランティアガイドの五十嵐アツ子さんは「継之助は最後
まで忠義を尽くしたまさに『ラストサムライ』だと思っています」と述べ、参加者それぞれが継之助への想い
を語り合いました。

塩沢の医王寺で「河井継之助墓前祭」を営む
戊辰１５０年・長岡藩家老・河井継之助を偲ぶ

「河井継之助を語る会」開催
ラストサムライ・河井継之助の想い語る

　８月１６日、塩沢観光協会と塩沢区が主催する「河
井継之助墓前祭」が塩沢の医王寺で執り行われ、雨
が降りしきる中、町内のほか新潟県長岡市などから
約８０名が出席しました。没後１５０年目の命日を偲
んだ今年は、長岡藩主だった牧野家の１７代当主・
忠昌氏（７６歳）も参列しました。
　墓前祭では、田村勝男塩沢観光協会長が「戊辰１
５０年を迎えた今年、多くの方々に河井継之助総督
の法要にお越しいただき感謝申し上げます」とあいさ
つされ、菅家町長が「終焉の地として総督の志を後
世に伝え、越後と会津の絆を深めたい」と追悼の言
葉を述べました。忠昌氏など多くの出席者が焼香し、
長岡市の前田剣豪会が剣舞を奉納しました。

虫
歯
の

 

な
い
子

（　　　）7月31日
3歳児検診

◀継之助の墓前で
焼香する忠昌氏

▼剣舞を奉納する
前田剣 豪 会の
方々

▲それぞれの想いを披露した語る会

山内　美以子さん
（二軒在家）

みいこ
吉津　ひなたさん

（福井）

こあ
五十嵐　心愛さん

（熊倉）



皆さまからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
地域創生課 　　82ー5220　Fax 82ー2117  町の話題

各地区で盆イベント賑わう！
町内各地区で盆踊り大会や盆フェスを開催

浅草岳山麓「大久保沢のブナ林を観察しよう！」
只見町ブナセンター　自然観察会

　８月５日、浅草岳の田子倉方面を観察地にしたブ
ナ林の自然観察会が開催され、町内外から約２０名
が参加しました。
　今回の観察会は、浅草岳只見沢登山口から大久
保沢の水場を経由し、田子倉眺めまでを歩くコース
で行われ、観察ポイントではブナセンタースタッフが
解説しました。登山口付近では、豪雪により形成さ
れた雪食地形と複雑な立地環境に多様な植物群
落がパッチ状に分布するモザイク植生を観察し、只
見沢沿いではトチノキ・サワグルミの山地渓畔林、大
久保沢では発達したブナ天然林、尾根部では低木
林を観察しました。終点の田子倉眺めでは田子倉
湖や只見の山岳景観を一望し、参加者からは感嘆

の声があがっていました。今回は、ブナ林をはじめとした只見町の象徴的な森林植生や自然景観について知る
ことのできた観察会となりました。

　８月１４～１５日、各地区で盆イベントが開催され、
多くの帰省客とともに賑わいをみせました。
　只見地区では盆踊りが２日間開催され、只見小学
生「なんでもチャレンジ隊」によるおはやしや花火大
会などが行われました。朝日地区では朝日「盆」フェス
が開かれ、来場者は多彩なステージイベントと多く並
んだ出店を楽しんでいました。明和地区大盆踊りで
は、明和青年団のおはやしにあわせて仮装した来場
者がやぐらの周りを踊り、最後にはお楽しみ抽選会が
行われました。

▲只見地区の盆踊りでおはやしを披露した「なんでもチャレンジ
隊」の皆さん

▲アメリカの大人気キャラクター「ミニオンズ」に仮装して明和
地区大盆踊りに参加した子どもたち

▲朝日盆フェスでアコースティックライブを披露した渡部美香さ
ん美依さん親子（中・右）と柏木真吾さん（左）

▲田子倉眺めから山々を一望した参加者の皆さん



只見町勢が優勝・準優勝を飾る！
第７１回 県民スポーツ大会・南会津大会

　８月２６日、県民スポーツ大会・壮年ソフトボール競技
南会津大会が南会津町びわのかげ総合運動公園で行
われ、只見町予選で優勝した明和ソフトボールクラブと
準優勝の朝日ソフトボールクラブが出場しました。
　郡内の７チームで争われた大会は、明和と朝日の両チ
ームが勝ち上がり、決勝で対戦しました。結果、８-７で見
事明和が優勝、朝日が準優勝を飾り、只見町勢が活躍
した大会となりました。

「駅前広場屋台村」を開催！
ＪＲ只見駅開業５５周年を祝う

　８月１８日、ＪＲ只見駅の開業５５周年を記念した「駅前
広場屋台村」が只見駅前広場で開かれました。これは、地
元有志の方々による「駅前広場屋台村実行委員会」が企
画したもので、町内事業者４店舗が出店しました。
　会場には只見駅へのメッセージボードが設置され、来
場者は「１００周年目指して頑張ってください」などと只見
駅にお祝いの言葉を寄せ、来場者全員で只見駅開業５５
周年を祝いました。

▲優勝を飾った明和ソフトボールチームの皆さんと大会の選手
宣誓をした佐藤佑介選手（右下段２番目）

▲５５を意味するよう両手を広げて只見駅開業５５周年を祝う
来場者と実行委員会の皆さん

「第１回 只見カップ」開催！
亀岡ビーチバレーコートで熱戦

　８月２６日、県バレーボール協会と県ビーチバレーボー
ル連盟が主催するビーチバレーボール大会「第１回只見カ
ップ」が亀岡ビーチバレーコートで行われ、町内外から男
子６チーム、女子９チームが出場しました。
　２人ペアで行うこの競技は、部門ごとに優勝を目指し、リ
ーグ戦とトーナメント戦で争われました。出場した選手の
皆さんは、砂に足を取られながらも熱戦を繰り広げていま
した。

第３回 福祉の里夏まつり
施設入所者の方々と地域住民が交流を図る

　８月２６日、福祉の里エリアの関係施設で実施する「第３
回福祉の里夏まつり」があさひヶ丘の前庭広場で開催さ
れ、施設利用者の方々や地域住民などが来場しました。
　会場では只見小学生「なんでもチャレンジ隊」などのお
囃子に合わせ、来場者がやぐらを周りながら盆踊りを楽し
みました。また、ボランティアなどによる出店が並んだほか、
天領只見仙獄太鼓保存会の演奏が披露され、会場は賑わ
いを見せました。

▲第１回只見カップに出場した選手の皆さん ▲盆踊りを楽しむ来場者の皆さん



皆さまからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
地域創生課 　　82ー5220　Fax 82ー2117  町の話題

「川遊び体験」を開催
猛暑の只見町で川遊びを楽しむ！

　８月１日、朝日地区地域づくり委員会が主催する「川遊
び体験」が黒谷川あまぶち周辺で開かれ、町内３地区か
ら８名の子どもたちが参加しました。
　川遊び体験では、目黒俊行会長が「今日は水の日で
す。川遊びを楽しんでください」とあいさつし、子どもたち
は箱眼鏡を使って川の中を観察したり泳いだりしていまし
た。体験後は川辺でバーベキューが行われ、子どもたち
は夏の川遊びを満喫していました。

町内で「サマースクール」開講！
福島大学生が小・中学生に学習指導

　８月２０～２３日までの４日間、小・中学生を対象にした
学習塾「サマースクール」が各振興センターで開かれ、３
地区の小・中学生３１名が受講しました。福島大学で教師
を目指す大学生９名が講師を務め、高校生４名も講師と
して参加しました。
　指導を受けた受講生からは「分からない問題が理解で
きた」などの声が聞かれ、大学生も「最後は自分の力で解
けるよう指導しています」と話していました。

▲川遊び体験に参加した親子と安全な川遊びを実施した委員
会の皆さん

▲熱心に指導する大学生と苦手な科目に挑戦した受講生の皆
さん

会津只見考古館まつり開催
古代の四獣鏡や火おこしなどを体験！

　８月１１日、会津只見考古館まつりが同館で開かれ、夏
休みの子どもたちや地域住民などが来場しました。
　会場では、新潟県三条市と魚沼市の火焔型土器や町で
発見された神皇正統記（複製）などが展示され、三条市の
ミニ四獣鏡づくり体験や火おこし体験コーナーなどが設け
られました。また、海外でも活躍される佐藤長次さんの迫
力ある居合が披露され、来場者からは大きな歓声と拍手
が贈られていました。

朝日地区のグラウンドゴルフ大会開催
大会で地域の交流を深める

　７月２６日、第２回朝日地区地域づくり委員会長杯グラ
ウンドゴルフ大会が楢戸農村公園で開かれ、朝日地区か
ら約４０名が参加しました。
　熱戦を繰り広げた大会は、男性の部で渡部稔さん（下福
井）、女性の部で松橋保子さん（楢戸）が優勝を飾り、景品
が贈られました。また、ホールインワン賞には５名の方が受
賞し、それぞれに景品が贈られました。猛暑の中行われた
大会は、大いに盛り上がりました。

▲三条市のミニ四獣鏡づくりを体験する参加者の皆さん ▲大会に参加した朝日地区住民の皆さん



「医学生実習のご協力への謝辞」
　私は朝日診療所で働いて4年目になります。かつて只見
へ来た医学生たちが日本の各地で医師として仕事をして
いる事に時の流れを感じます。只見町には医師・看護師・
保健師を目指す学生が毎年実習に来ています。今年も福
島医大医学部6年生が5名、1人2週間の実習に来ました。
只見町での実習は昔から人気があります。2011年の震災・
水害が起きた年も5名の医学生が来ました。私もその1人
でした。当時から只見町の実習がとても勉強になるとの評
判でした。なぜ評判が良いのか。主な理由は①田舎で働く
医師の実情がわかる、②地域で働く様々な医療福祉職の
仕事を学べる、③訪問診療・訪問看護を見学して患者さん
の日常生活を学べる、④ホームステイ先の大家さんが優し
いなどです。特に1つ目。田舎で働く医師の仕事はきつい・
つらい・面倒と悪い印象を多くの医学生がなんとなく持っ
ています。最近の学生は「年配の先生がやっと頑張って維

持している診療所だと思ったら、若い先生ばかりでびっくり
した」そうです。実習を通して、へき地で働くことへの偏見が
無くなる事が多いです。学生時代、私もやりがいを持って働
く只見の先生方を見て、良い印象を持ちました。当時の訪
問看護師さんなどお世話になった方もよく記憶しています。
　只見町の実習は大学病院と違い、当時の私にとって「宝
物のような特別な経験」でした。学生時代に只見に来た医
師が様 な々所で働いています。ある医師は若松市内の病院
に勤務し只見の患者さんも一生懸命診察しています。別の
医師は、へき地医療に貢献したいと言って、出身県のへき
地で仕事をしています。今後も多くの学生がよく学べるよ
う、私自身も手本になるような医師として頑張りたいです。
　学生の見学にご協力頂いている町民の皆さま、医療福
祉関係者、そして学生を温かく迎えてくれるホームステイ先
の皆さまに改めて感謝いたします。

　８月１日から４ヶ月間、朝日診療所で勤務していただく会津中央病院看護師の
蛭田渚さんです。蛭田さんは幼稚園の頃から看護師になりたいと思い、会津若松
市内の仁愛高等学校に入学し、そして中央病院の看護師となりました。理想像は、
患者の立場になり笑顔で優しく対応できる看護師だそうで、理想に近づけるよう
日々励んでいます。只見町では訪問看護を体験し、患者を身近に感じることがで
き、訪問看護の重要性を感じたそうです。「外来にいるので声をかけてください」と
話す蛭田さんをどうぞよろしくお願いいたします。

8月から新しい看護師さんが着任しました！

蛭田　渚さん
（出身／石川郡浅川町）

「只見町の見えない宝」
　今、私は「インバウンド(訪日外国人)観光客受入環境
整備」を実施しています。まだまだ只見町には多くの外国
人が来ているとは言えませんが、東京オリンピック、ＪＲ
只見線開通などの多くのチャンスが近年中に押し寄せ
ることを考えると、受入整備とマーケティングを行うこと
は、インバウンド誘客推進の上でもかなり重要な基礎に
なると思います。その関係でよく、町内の観光関係者の
方々から「外国人でも日本人でもお客様はお客様」とい
う話をよく耳にします。お客様には精いっぱいのおもてな

しをしたい。それは誰であろうが関係ない。「楽しかった。
只見にまた来たい」と言ってもらえるように、真心を込め
ておもてなしするんだ！という心意気がかっこいいなと感
動しました。現代は都市部を中心に個人主義が蔓延す
る時代ですが、只見町には「時代がどうあろうと、誠意や
真心というものが大事」というような考えを持っている方
が多いと感じます。時代に合わせて変わっていく部分も
ありますが、その心意気は根本にあるべき大事なことだと
思います。私も観光振興協力隊として真心をもって、残り
半年の任期を町のために頑張りたいと思っています。

地域おこし協力隊として
vol.46 山科　麻伊

只見町観光振興協力隊
ま　いやましな

広報ただみ診療所 朝日診療所
医師　森　冬人

ひ る た なぎさ
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話
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⑤
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ぜ
ん
ま
い
の
仲
買
人 ―

▲ぜんまいのシビ切り（イラスト・筆者）

▲竿秤（さおばかり）で行うぜんまいの計量
　（イラスト・筆者）

只見学

　

仲
買
人
が
ぜ
ん
ま
い
を
買
い
付
け

る
と
き
、
生
産
者
ご
と
に
品
質
の
ば
ら

つ
き
が
あ
る
の
で
、
必
ず
す
べ
て
の
ぜ

ん
ま
い
を
自
身
の
目
と
手
で
確
認
し
て

か
ら
価
格
交
渉
を
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
カ
マ
ス
や
南
京
袋
に

入
っ
た
ぜ
ん
ま
い
を
持
参
し
た
袋
に
詰

め
替
え
ま
す
。
こ
の
時
、
自
身
の
手
で

ぜ
ん
ま
い
を
つ
か
み
上
げ
な
が
ら
、
ぜ

ん
ま
い
の
乾
燥
状
態
や
縮
れ
具
合
、
皺し

わ

の
様
子
、
カ
ビ
の
有
無
、
シ
ビ（
ゼ
ン

マ
イ
の
元
の
硬
い
部
位
）切
り
が
、
き

ち
ん
と
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
ま
す
。

　

次
に
、
竿さ

お
ば
か
り秤
に
か
け
て
目
方
を
測

り
ま
す
。
そ
し
て
、
伝
票
に
、
た
と
え

ば「
極
太
」一
貫
五
五
〇
匁
、「
太
」三
〇

貫
二
四
〇
匁
と
い
う
よ
う
に
記
入
し
て

い
き
ま
す
。
同
時
に
生
産
者
が
納
得
で

き
る
よ
う
説
明
し
な
が
ら
単
価
設
定

を
行
い
ま
す
。
単
価
は
ぜ
ん
ま
い
の
様

子
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。
つ
ま

り
、
お
な
じ「
太
」で
も
さ
ま
ざ
ま
な
単

　

六
月
の
半
ば
か
ら
下
旬
に
か
け
て

は
、
泊
ま
り
山
の
人
た
ち
が
山
を
下
り

て
く
る
時
期
で
す
。
こ
の
時
分
、
只
見

町
に
は
町
内
外
を
問
わ
ず
、
大
勢
の
ぜ

ん
ま
い
仲
買
人
が
、
競
争
で
買
い
付
け

に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
四
〇
年
代
半
ば
に
は
、
こ
の
数

週
間
に
只
見
町
だ
け
で
も
数
億
円
と

い
う
大
金
が
舞
い
降
り
て
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
ぜ
ん
ま
い
版
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ

シ
ュ
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
す
。

価
設
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

生
産
者
に
と
っ
て
は
一
番
緊
張
す
る
瞬

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の

流
れ
は
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
す
べ
て
生
産
者
の
目
の
前
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

支
払
い
は
、
通
常
、
現
金
支
払
い
が

原
則
。
一
軒
の
家
に
百
万
円
、
二
百
万

円
と
い
う
札
束
を
置
い
て
く
る
と
い
う

の
は
、
そ
ん
な
に
珍
し
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
仲
買

人
は
数
千
万
円
と
い
う
資
金
を
い
か

に
準
備
で
き
る
か
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゼ
ン
メ
エ
メ
エ
テ（
商
品
の

ツ
ケ
や
借
り
た
お
金
）の
返
済
も
こ
の

時
一
緒
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ゼ
ン
メ
エ

メ
エ
テ
を
差
し
引
か
れ
た
後
、
生
産
者

の
手
元
に
残
る
現
金
は
ほ
ん
の
わ
ず
か

と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

昔
、
村
人
の
中
に
は
翌
春
の
泊
ま
り

山
を
も
く
ろ
ん
で
、
多
額
の
借
金
を
背し

ょ

負
い
込
む
人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
本
人
や
家
族
の
病
気
や
怪
我
な
ど

予
想
外
の
災
難
に
見
舞
わ
れ
、
山
に
行

く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。こ
ん
な
時
、

担
保
に
入
れ
て
い
た
田
畑
を
失
っ
て
し

ま
い
、
生
活
が
一
層
き
び
し
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
話
も
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
只
見
町
で
は

ぜ
ん
ま
い
の
こ
と
を「
貧
乏
草
」と
揶や

ゆ揄

し
た
言
い
方
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

米
屋
商
店
の
菅
家
俊
一
さ
ん
は
、

父
の
俊
雄
さ
ん
が
ぜ
ん
ま
い
の
仲
買
を

手
広
く
行
っ
て
い
る
の
を
見
た
り
手

伝
っ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
四
〇
年
か
ら

六
〇
年
ご
ろ
の
ぜ
ん
ま
い
取
引
量
は
数

千
貫
目
に
も
上
り
、
倉
庫
で
は
人
を

雇
っ
て
毎
日
山
の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら

れ
た
ぜ
ん
ま
い
を
前
に
シ
ビ
切
り
作
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
時
に
は
、
ひ

と
春
で
一
〇
貫
目
入
り
の
南
京
袋
が
五

袋
、
つ
ま
り
、
約
一
八
〇
キ
ロ
の
シ
ビ

が
出
た
と
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

作
業
の
中
で
再
度
、
極
太
・
太
・
細
と

仕
分
け
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最

後
に
南
京
袋
一
袋
に
つ
き
一
〇
貫
目
の

ぜ
ん
ま
い
を
詰
め
て
一
俵
と
し
、
荷
札

に「
極
太
」な
ど
の
表
示
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
量
の
ぜ
ん
ま
い
を
長
期
間
保

存
し
て
お
く
た
め
に
は
、
薬
品
に
よ
る

燻く
ん
じ
ょ
う蒸
も
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

米
屋
商
店
の
場
合
、
集
め
た
ぜ
ん

ま
い
を
売
る
先
は
、
関
西
の
乾
物
卸
業

者
が
主
で
し
た
。
中
で
も
大
阪
の「
花

菱
」と
い
う
業
者
は
群
を
抜
い
て
い
た

と
い
い
ま
す
。

　

一
方
、
新
潟
県
小
出
の「
星
元
」と
い

う
ぜ
ん
ま
い
仲
買
人
は
、
全
国
か
ら
ぜ

ん
ま
い
を
買
い
集
め
る
大
手
の
仲
買
人

と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
当

時
、
只
見
町
に
は
一
〇
軒
ほ
ど
の
仲
買

人
が
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
小
さ
な
仲

買
人
の
多
く
か
ら
も
買
い
上
げ
て
い
ま

し
た
。
只
見
町
で
生
産
さ
れ
た
ぜ
ん

ま
い
の
三
割
ほ
ど
が「
星
元
」に
流
れ
て

行
っ
た
と
い
い
ま
す
か
ら
そ
の
規
模
が

推
し
量
ら
れ
ま
す
。



只
見
短
歌
会

八
月
例
会

大
塚
栄
一　
　

指
導

只
見
俳
句
会

目
黒
十
一　
　

指
導

町
民
文
芸

町
民
文
芸

恒　

夫

履
き
心
地
よ
き
サ
ン
ダ
ル
や
朝
曇

手
に
鍬
の
少
年
の
日
や
敗
戦
日

礼　

開
け
放
す
居
間
に
も
届
く
夕
焼
雲

夏
霧
の
雲
わ
く
ご
と
く
只
見
川

一　

穂

サ
ン
ダ
ル
に
朝
露
の
付
く
盆
の
道

両
隣
灯
篭
細
木
盆
用
意

修　

一

ニ
ン
ジ
ン
の
間
引
き
を
急
ぐ
妻
の
声

初
婿
や
朝
採
り
キ
ュ
ウ
リ
か
ぶ
り
つ
く吉　

児

東
京
の
五
輪
見
て
と
や
生
身
魂

同
級
も
戦
友
も
無
し
虫
を
聴
く

幸　

生

鯉
の
喉
如
何
に
と
覗
く
大
旱

月
の
雫
と
ど
め
青
田
に
蜘
蛛
の
糸

信　

寝
転
び
て
高
校
野
球
夏
の
午
後

夏
山
や
花
に
見
と
れ
て
列
乱
る

都　

父
と
子
の
手
と
目
の
早
さ
岩
魚
取
る

夏
大
根
勝
手
気
ま
ま
に
太
り
出
す味

代
子

夕
立
や
机
上
の
手
紙
ふ
と
暗
く

万
緑
の
幟
が
客
を
待
っ
て
い
る

 

馬
場　

八
智

あ
と
何
年
か
く
健
や
か
に
動
け
る
か
畑
は
我
の
生
き
甲
斐
の
場
所

 

関
谷
登
美
子

西
日
本
豪
雨
被
災
地
の
痛
ま
し
さ
テ
レ
ビ
に
見
つ
つ
わ
が
町
思
ふ

 

渡
部
ゆ
き
子

連
日
の
猛
暑
に
萎
え
行
く
野
菜
類
雨
待
ち
焦
が
れ
空
を
見
上
げ
ぬ

 

新
国
由
紀
子

偶
然
に
知
恵
の
輪
外
れ
ふ
た
た
び
を
試
せ
ど
そ
の
夜
は
遂
に
外
せ
ず

 

目
黒　

富
子

頂
垂
る
る
如
く
下
向
く
あ
じ
さ
い
の
花
期
移
ら
ふ
は
た
だ
に
惜
し
ま
る

 
飯
島
小
百
合

玄
関
先
の
赤
く
実
り
し
ト
マ
ト
採
り
今
年
は
ど
う
か
と
皆
で
楽
し
む

 

渡
部
ヨ
リ
子

こ
の
夏
の
異
常
気
象
に
畑
作
は
水
の
不
足
に
枯
れ
苗
多
し

 

新
国　

洋
子

こ
ぶ
し
苑
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
来
し
わ
れ
に
ス
タ
ッフ
ら
み
な
明
る
く
優
し

 

（
出
詠
順
）

七
月
詠
草
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　総務係　財政係
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　ユネスコエコパーク推進係
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保健福祉課
　保　健　係
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農林建設課
　農林係
　建設係
観光商工課
　観光係　商工係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所
（歯科） 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
明和振興センター 

 
今
月
の

お
知
ら
せ

In
fo

rm
a
tio

n
　

県
で
は
、10
月
を「
不
正
軽
油
撲
滅
強

化
月
間
」と
定
め
、関
係
団
体
と
協
力
し

て
、不
正
軽
油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

軽
油
に
課
税
さ
れ
る
軽
油
取
引
税
を

脱
税
す
る
目
的
で
、軽
油
に
灯
油
や
重
油

を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
製
造
さ
れ
る
燃
料
、

い
わ
ゆ
る「
不
正
軽
油
」が
正
常
な
軽
油
と

偽
っ
て
販
売
・
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
不
正
軽
油
は
、悪
質
な
脱
税
行
為

で
あ
り
、環
境
汚
染
や
不
法
投
棄
の
問
題

の
ほ
か
、公
正
な
市
場
競
争
の
阻
害
、更
に

は
暴
力
団
等
の
資
金
源
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い・
売
ら
な
い・

買
わ
な
い・
使
わ
な
い
」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、県
民
の

皆
様
の
ご
協
力
と
情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。不
正
軽
油
の
情
報
提
供
に
つ
き
ま

し
て
は
、次
の
お
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ

　

県
庁
総
務
部
税
務
課

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
２
０
５

　

fax
０
２
４（
５
２
１
）７
９
０
５

　

南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
０
２
４
１（
62
）５
２
１
４

　

fax
０
２
４
１（
62
）５
２
１
９

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
は「
公
証
週
間
」で

す
。公
証
制
度
は
、公
証
人
が
大
切
な
遺
言

や
契
約
の
公
正
証
書
の
作
成
、確
定
日
付

の
付
与
、定
款
や
私
文
書
の
認
証
な
ど
、国

の
公
証
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱
う
制
度

で
す
。公
正
証
書
に
書
か
れ
て
い
る
内
容

は
、裁
判
そ
の
他
の
面
で
、高
い
証
拠
力
が

与
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、公
正
証
書
に
は「
執

行
力
」が
あ
り
、金
銭
に
関
わ
る
契
約
で
相

手
が
約
束
に
反
し
て
金
銭
の
支
払
い
を
し

な
か
っ
た
場
合
、裁
判
抜
き
で
相
手
の
財
産

に
対
し
強
制
執
行
が
で
き
ま
す
。　　
　

　

遺
産
相
続
、任
意
後
見
契
約
、金
銭
賃

借
、不
動
産
賃
借
、離
婚
に
際
し
て
の
慰
謝

料
、養
育
費
な
ど
の
問
題
は
、後
々
に
も
め

ご
と
を
引
き
起
こ
し
が
ち
で
す
。そ
ん
な

と
き
遺
言
や
当
事
者
間
の
取
り
決
め
を

公
正
証
書
に
し
て
お
け
ば
、ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
し
、権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

●
お
問
合
せ

　

会
津
若
松
公
証
役
場

　

☎
０
２
４
２（
37
）１
９
５
５

　

国
土
交
通
省
で
は
、９
月
を
全
国
統
一

強
化
月
間
、10
月
を
地
方
独
自
強
化
期
間

と
し
て「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
」

を
全
国
的
に
展
開
し
、自
動
車
ユ
ー
ザ
ー

に
よ
る
保
守
管
理
の
徹
底
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

長
く
ご
使
用
の
車
に
は
、細
や
か
な
ケ

ア
が
必
要
で
す
。定
期
点
検
を
実
施
し
て

車
の
不
具
合
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
合
せ

　

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局

　

福
島
運
輸
支
局

　

☎
０
２
４（
５
４
６
）０
３
４
２

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、借
金

を
抱
え
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。借
金
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
解
決
で
き
ま
す
。秘
密
は
厳
守
で

相
談
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口（
平
日
の
み
）

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

☎
０
２
４（
５
３
３
）０
０
６
４

10
月
の
強
化
月
間

「
不
正
軽
油
撲
滅
」に
つ
い
て

10
月
の
強
化
週
間

「
公
証
週
間
」に
つ
い
て

９・
10
月
の
強
化
月
間

「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
」

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
よ
り

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご
案
内

お
知
ら
せ

9
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
国
民
健
康
保
険
税（
３
期
）

●
水
道
使
用
料（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
９
月
分
）

●
介
護
保
険
料（
３
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料（
２
期
）



　教育委員会高校振興の協力
隊として、８月から只見町にきま
した阿部利浩です。出身は福島
市で前職はレーザープリンタ、空
気清浄機などの設計に携わって

きました。私は、小さい頃に過ごした昔の福島市の田舎
とどこか似た雰囲気の只見町は、懐かしい気持ちにさ
せられます。私なりに高校振興を掘り下げていくと、結
局町の振興なしには成り立たないので、高校の卒業生
が只見に戻って子どもを育てていける町になるように、
何かお役に立てればと思っています。

 ２日 ＪＡ会津よつば・１７市町村合同トップセールス
  （～３日東京都）
 ４日 沼沢湖水まつり（金山町）
 ６日 南会津地方広域市町村圏組合管理者会、
  南会津地方町村会臨時総会、
  南会津地方環境衛生組合管理者会（南会津町）
 ７日 国民民主党移動政調会、
  県道小林館の川線改良促進期成同盟会総会、
  個人県民税優良町村に対する知事感謝状贈呈式、
  只見ユネスコエコパーク連絡調整会議
 ８日 一級河川只見川河川整備促進期成同盟会東北地方

整備局要望
  （～９日仙台市、東京都）　　　　　
 １０日 ㈱会津ただみ振興公社臨時株主総会

〈8月分〉

 １１日 百歳高齢者賀寿贈呈式、
  あいづ二次交通強化支援事業出発セレモニー
  （金山町）
 １５日 只見町成人式
 １６日 河井継之助墓前祭、河井継之助を語る会
 １７日 全国ブナ林フォーラム記者会見（会津若松市）
 ２０日 南会津地方環境衛生組合議会定例会（下郷町）、
  南会津地方広域市町村圏組合議会定例会（南会津町）
 ２４日 鉄道軌道整備法改正案国会成立記念講演会
 ２６日 福祉の里夏まつり
 ２７日 只見地区圃場整備説明会、９月補正予算町長査定
 ２８日 ＪＲ五能線視察（～２９日秋田県、青森県）
 ３０日 只見町文化協会との懇談会

新しい地域おこし
協力隊が着任しました！

「朝日地区親善ソフトボール大会」開催
　８月１４日、朝日地区の恒例行事「第３６回朝日地区親
善ソフトボール大会」が只見中学校グラウンドで開催され
ました。この大会は、お盆帰省者と地域住民が集落単位
でチームを結成し優勝を目指すもので、人数が少ない集
落は連合チームで出場しました。５チームで争われた今大
会は、強打を誇った黒谷チームが見事優勝を飾りました。
大会の途中には各代表選手によるホームラン競争も行わ
れ、大きな飛球に歓声が沸き起こっていました。 ▲優勝した黒谷チームの皆さん

　私の名前はショーン・カータ
ーです。アメリカ出身で家はコロ
ラド州にあります。８月から只見
町の各小学校で、外国語指導
助手（ＡＬＴ）として働きます。私
は日本の様々な所を見てきましたが、只見町が一番美
しく、皆さんとても優しいです。只見町ではさらに日本語
を磨き、温泉に挑戦し、趣味の写真で町の美しさを世
界に発信したいです。そして町の子どもたちや皆さんに
会えるのがとても楽しみです。皆さん、私を見かけたら
「ハイ！」と声をかけてください。

新しいＡＬＴの先生が
着任しました！



町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

★朝日振興センターではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば　ぜひ、リクエストしてください。

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

（７月２６日～８月２５日届出分）敬称略

▽
暑
か
っ
た
夏
の
気
温
も
落
ち
着
き
を
見
せ
、

最
近
で
は
朝
晩
の
冷
え
込
み
に
よ
り
秋
の
訪

れ
を
少
し
ず
つ
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
長
岡
藩
家
老
・
河
井
継
之
助
の
命
日
に
あ

た
る
８
月
16
日
は
、塩
沢
の
医
王
寺
で
墓
前

祭
が
執
り
行
わ
れ
、長
岡
市
な
ど
か
ら
も
多

く
の
方
々
が
参
列
し
ま
し
た
。今
年
は
戊
辰
１

５
０
年
と
い
う
節
目
の
年
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

報
道
関
係
者
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
、関
心
の

高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

▽「
奥
会
津
只
見
戊
辰
１
５
０
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
」で
は
、９
月
に
講
演
会
や
史

跡
巡
り
イ
ベ
ン
ト
と
い
っ
た
記
念
事
業
を
実
施

す
る
予
定
で
す
の
で
、皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

（
三
瓶
）

朝日振興センター
図書室☎84-2111

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
柳　林　貴志子 92歳 黒谷
梁　取　良　助 85歳 大倉
渡　部　宏　介 79歳 黒谷
橘　　　キチヨ 91歳 坂田
星　　　健　作 91歳 梁取
渡　部　春　野 98歳 長浜
松　永　　　孝 77歳 只見
諏　佐　一　正 92歳 梁取

■お誕生おめでとうございます
馬　場　新　士（男／新 樹・友 梨）蒲生

■ご結婚おめでとうございます
黒　谷　五十嵐輝♡佐藤　美希　叶　津
小　林　堀金　薫♡飯塚　真希　小　林

あ  ら  し

人　口　４，２６６（±　０）
　男　　２，１０１（＋　１）
　女　　２，１６５（－　１）
世帯数　１，８６８（＋　２）
高齢化率　　　４５．３９％

転入 10　　転出 7　　出生 1　　死亡 4

平成30年8月1日現在

生涯学習サポーター
三瓶美由紀

　おなじみの昔話を現代の法廷で
審議。あなたが裁判員ならどうす
る？
　裁判員制度を考える中高生向き
の番組ながら、その意外性とシュー
ルさが大人の間で話題となりSNS
でも議論が飛び交った話題の番組
を、小説で完全再現！
　番組では視聴者に考えてもらうと

いう意図のため結審するところで終わりますが、書籍にはその後
の裁判員による評議のシーンを新たに追加しています。

NHK Eテレ「昔話法廷」制作班/編
（金の星社）

木村カエラ/作
（KADOKAWA）

★ねむとココロ　

★昔話法廷

　いつも何かモヤモヤとした
気持ちを抱えていた「ねむ君」。
そんな気持ちをどうしていい
かわからなくなった時、「ココ
ロちゃん」に出会います。
　そして、ココロちゃんと話し
ていくうちに、ねむ君は本当の

自分の「心」に必要なものは何かということに気づいていく……。
　木村カエラ初の描き下ろしで、子供から大人まで楽しめる絵本
です。



TEL 0241（72）8355TEL 0241（72）8355

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

■ 発行／只見町　〒968-0421  福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■ 編集／地域創生課広報広聴係　http://www.tadami.gr.jp/　 0241（82）5220

※イベントの詳しい情報はブナセンターホームページかおしらせばんをご覧ください。

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

詳しくは、
只見町ブナセンター
までお問い合わせ

ください

［エゾハリタケ科　ブナハリタケ属］

（学名：　　 　　　   ）ブナハリタケ Mycoleptodonoides aitchisonii

▲倒木にみっしりとついたブナハリタケ ▲缶詰で保存したブナハリタケ

　ブナハリタケは、日本全国の主にブナ林に分布するキノコです。9月下旬から10月にかけ
て、主に立ち枯れのブナの幹に、乳白色の3～10㎝程度の半円形やへら型の傘が重なるよう
に群生します。表面はなめらかですが、カサの下には名前の通りの針の様な突起が密生して
います。スポンジのような肉質で、独特の香りがあります。東北地方を中心に広く食用にされ
ており、「カヌカ」、「ブナカヌカ」などとも呼ばれます。
　只見町では「カノシタ」と呼ばれ親しまれています。カノシタと言うとカノシタ科のカノシタ
（学名　　　　　　　　　　）がありますが、こちらは地上に生えるキノコで柄があり有毒
です。ブナハリタケは、一度にたくさん採れるため、しばしば保存用に塩漬けされましたが、
現在では水煮を缶詰で保存することも多くなりました。香りを楽しむお吸い物やカノシタ飯、
塩漬けウドとの油いためなどとして食します。只見町を含む南会津地方では、ニシンと一緒に
漬けこむ特徴的な食べ方があります。樽に麹（あるいは甘酒）・山椒の葉・塩を混ぜたごは
ん、ニシン、塩抜きしたブナハリタケを段々に重ねて行き、笹の葉で覆い、しっかりとふたをし
て重石を載せて漬け込み、冬の保存食としました。
※山菜やキノコ類を採取する際には入会権や類似の毒キノコとの識別に配慮・注意してくだ
さい。

Vol.101

「只見の古民家は何の木でつくられているのか？
　　　　　　　　　　　　　　̶その建築様式と使用木材種̶」
と　き：8月11日（土）～10月31日（水）
ところ：ただみ・ブナと川のミュージアム　２階ギャラリー

「只見の古民家は何の木でつくられているのか？」※会場・時間に変更有
講　師：井田秀行氏（信州大学教育学部准教授）
と　き：9月24日（月・振替休日）14：00～16：00
ところ：朝日振興センター　2階ホール

企画展

講演会

Hydnum repandum

いりあいけん

Vol.101




